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新潟市は、ポンプによる強制排水によって、水の被害を防いできたまちと言えます。現在も、下水道管に

より水を集めポンプで河川に＜排水＞するシステムが、雨水に対する備えの中心です。

また、近年では、本来地面が持っている水を浸透させる機能を生かした＜透水＞や、一気に水が流れ出な

いように一時貯留し、少しづつ流していく＜遊水＞といった観点からの雨水への取り組みも進めています。

市では、全市を５つの下水道処理区に分け、整備を進めてい
ます。

昨
年
の
８
月
４
日
の
集
中
豪
雨
で

は
、
市
内
の
広
範
囲
で
浸
水
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
を
教

訓
と
し
て
、
市
内
各
地
域
で
計
画
さ

れ
て
い
る
雨
水
専
用
管
や
雨
水
ポ
ン

プ
場
の
施
設
整
備
を
早
め
、
特
に
浸

水
常
襲
地
区
に
お
い
て
、
ま
ず
床
上

浸
水
を
防
ぐ
こ
と
を
目
標
に
、
抜
本

的
な
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

８・４水害浸水状況図 作成＝新潟県新潟土木事務所

問い合わせ先 防災課（�内線2422）

市
で
は
、
昭
和
27
年
か
ら
順
次
下
水
道
を
整
備
し
て
、
雨
水
の
排
水

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
区
に
お
い
て
も
、
大
雨
時
に

は
下
水
道
に
雨
水
が
集
中
し
て
処
理
能
力
を
超
え
、
あ
ふ
れ
た
雨
水
に
よ
る

浸
水
被
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
３
年
度
よ
り
雨
水
排
水
の
能
力
を
増
強
す
る
た
め
、
既
存
の
下

水
道
施
設
に
加
え
、
雨
水
専
用
管
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

雨
水
専
用
管
に
取
り
込
ま
れ
た
雨
水
は
、
雨
水
ポ
ン
プ
場
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
。

管
の
内
径
は
、
ポ
ン
プ
場
に
最
も
近
い
下
流
部
で
は
３
・
５
�
に
及
び
、
い
わ
ば
道
路

の
下
の
も
う
一
つ
の
川
と
言
え
ま
す
。

雨
水
専
用
管
は
、
雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
雨
水
の
一
時
貯
留
施
設
と
し
て

の
役
目
も
果
た
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
潟
島
中
心
部
、
関
屋
、
坂
井
輪
、
五
十
嵐
、
下
山
、
石
山
、
木
戸
地
区
で
、

雨
水
専
用
管
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

雨
水
専
用
管
か
ら
河
川
へ
排
水
す
る
雨
水
ポ
ン
プ
場
と
し
て
、
昨
年
５
月
、

新
潟
島
の
船
見
処
理
区
で
白
山
公
園
ポ
ン
プ
場
が
稼
働
し
ま
し
た
。
８
・
４

水
害
で
は
、
昭
和
53
・
59
年
の
豪
雨
時
よ
り
降
水
量
が
多

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
床
上
浸
水
被
害
が
減
る
な

ど
の
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。
既
設
の
ポ
ン
プ
２

台
に
加
え
、
本
年
度
中
に
１
台
増
設
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
関
新
、
小
新
、
新

下
山
の
３
つ
の
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
設
計
を

行
っ
て
お
り
、
順
次
着
工
し
て
い
く
予
定

で
す
。

な
お
、
８
・
４
水
害
で
被
害
の
多
か
っ
た

関
南
町
に
は
、
関
新
ポ
ン
プ
場
が
完
成
す
る
ま

で
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
関
南
町
排
水
ポ
ン
プ
場
を

５
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

雨
水
の
最
終
的
な
受
け
皿
と
な
る
河
川
関
連
で
も
、
国
や
県
に
よ
り
、

８
・
４
規
模
の
豪
雨
で
も
床
上
浸
水
が
起
き
な
い
こ
と
を
目
標
に
、
排
水
能
力

の
増
強
を
図
る
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
船
川
で
は
、
山
の
下
閘
門
排
水
機
場
の
排
水
能
力
を
毎
秒
30
�
増
強
し
、
51
・

６
�
と
す
る
工
事
が
、
ま
た
、
鳥
屋
野
潟
で
は
、
親
松
排
水
機
場
（
排
水
能
力
毎
秒

こ
う
も
ん

60
�
）
に
隣
接
し
て
新
た
に
（
仮
称
）
鳥
屋
野
潟
排
水
機
場
（
毎
秒
40
�
）
を
新
設
し
、

排
水
能
力
を
毎
秒
１
０
０
�
に
増
強
す
る
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

坂
井
輪
地
区
の
雨
水
が
排
水
さ
れ
る
西
川
か
ら
、
さ
ら
に
信
濃
川
へ
排
水
す
る
西
川
排
水
機

場
に
つ
い
て
も
、
小
新
ポ
ン
プ

場
の
新
設
に
合
わ
せ
て
排
水
能

力
が
毎
秒
25
�
増
強
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
北
地
区
を
流
れ
る
新

井
郷
川
の
上
流
で
は
、
福
島
潟

か
ら
新
潟
東
港
に
直
接
排
水
す

る
福
島
潟
放
水
路
の
整
備
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

河川の治水事業、とりわけ大河津分水の存在は、信濃
川の最下流部に位置する本市の安全にとって大きな意味
を持っています。現在、平成12年春の通水を目指し、老
朽化した洗堰

あらいぜき

に代わる新洗堰の建設工事が建設省により
行われています。さらに、大河津分水路全体の改修を進
める必要があります。

透
水
機
能
を
利
用
し
、
舗
装
面
を
粗
く
し
て
、
雨
水
を
地
下
に
浸
透
し

や
す
く
し
た
の
が
透
水
性
舗
装
で
す
。

こ
の
舗
装
は
、
昭
和
60
年
に
試
験
施
工
し
、
平
成
５
年
か
ら
全
国
に
先

駆
け
、
雨
水
流
出
抑
制
事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
雨
水

問い合わせ先
東土木事務所�271－1361
西土木事務所�268－4050

が
浸
透
し
や
す
い
地
盤
に
限
る
と
い
う
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
車
道
用
と

し
て
、
市
道
の
整
備
や
下
水
道
工
事
の
路
面
を
復
旧
す
る
際
に
用
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
歩
道
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
散
策
ロ
ー
ド
」
な
ど
で
車
道
舗
装

に
先
駆
け
、
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
私
道
整
備
に
も
透
水
性
舗
装
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
の
地
下
に
貯
留
浸
透
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
宮
浦
中
学
校
、
山
の
下
・
桜
が
丘
小
学

校
の
３
校
に
設
置
し
、
本
年
度
は
、
松
浜
中
学
校
、
真
砂
・
五
十
嵐
小
学
校
に
設
置
し
ま
す
。
今
後
も
、

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
学
校
の
多
く
は
、
周
辺
地
域
よ
り
も
敷
地
が
高

く
、
面
積
も
広
い
こ
と
か
ら
、
雨
水
が
大
量
の
土
と
と
も
に
周
辺
に
流
れ
出
す
た
め
、
こ
の
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
雨
水
の
流
出
を
防
ぐ
効
果
も
上
げ
て
い
ま
す
。

市
の
近
郊
に
広
が
る
田
園
地
帯
は
、
豊
か
な
生
産
の
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
貴
重
な
遊
水
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
都
市
化
が

進
む
中
で
、
こ
の
よ
う
な
機
能
を
人
工
的
に
市
街
地
に
も
備
え

遊
水
は
、
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
し
、

排
水
施
設
に
一
気
に
流
さ
な
い
機
能
で
、

下
水
道
管
や
ポ
ン
プ
場
が
受
け
る
負
担

を
和
ら
げ
て
い
ま
す
。

す
。
ま
た
、
市
街
化
区
域

内
の
農
業
用
排
水
路
の
貯

留
量
は
、
最
大
約
９
・
３

万
立
方
�
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
２
つ
を
合
わ
せ

る
と
県
庁
約
１
・
３
杯
分

も
の
貯
留
量
に
な
り
、
市

の
大
切
な
遊
水
施
設
に
な

っ
て
い
ま
す
。

水
深
30
�
・
１
�
の
田
に
は
小
学
校
プ
ー
ル
10
杯
分
も
の

雨
水
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ

う
な
機
能
は
道
路
側
溝
と
排
水
路
に
も
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

側
溝
に
は
Ｌ
字
型
と
Ｕ
字
型
が
あ
り
ま
す
が
、
雨
水
を
た

め
や
す
い
Ｕ
字
型
側
溝
は
、
市
道
の
半
分
以
上
を
占
め
、
そ

の
貯
留
能
力
は
全
域
で
約
13
・
９
万
立
方
�
と
考
え
ら
れ
ま

透
水
は
、
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
仕

組
み
で
す
。
雨
水
を
地
下
に
還
元
す
る
こ

と
で
、
樹
木
の
育
成
促
進
や
排
水
施
設
の

負
担
軽
減
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（坂井輪）�

市
で
は
、
平
成
８
年
度
か
ら

第
８
次
下
水
道
整
備
７
カ
年
計

画
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
下

水
道
普
及
率
の
年
平
均
３
％
ア

ッ
プ
を
目
標
に
、
全
国
平
均
を

上
回
る
速
さ
で
下
水
道
処
理
区

域
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

11
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率

は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど

を
含
め
る
と
約
65
％
を
超
え
、

約
32
万
人
の
市
民
が
下
水
道
を

利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
水
質
の
汚

濁
防
止
・
生
活
環
境
の
改
善
・

浸
水
対
策
を
目
的
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
が
快
適
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
整
備

を
続
け
て
い
ま
す
。

整備中の主な雨水対策事業

田んぼは大きな遊水池

雨水は、側溝から遮水
シートの上の砕石層に
流入し、砕石層のすき
間に一時貯留され、徐々
に下水道管に排水され
ます。

大
河
津
分
水
路

日本海

信濃川 至新潟市→新洗堰

可動堰
洗堰

雨水専用の白山公園ポンプ場には、直径1.65ｍのポンプ2台が備えられ
ている。本年度、さらにポンプ１台を増設し、排水能力の増強を図る。

信濃川

雨
水
の
浸
透
性
が
高
い
透
水
性
舗
装
（
上
）
と
雨
水
が

表
面
に
残
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
（
下
）


